









スケッチした作品であるのに対し、熊本での経験を主な題材とする Out of the East ; Reveries 









1  「柔術」の執筆の経緯と嘉納治五郎 
丸山学によれば、「柔術」の起稿は 1893 年 10 月、脱稿は 1894 年 6 月 2)。チェンバレン宛 6
月 4 日付の手紙にある安河内麻吉との会話が、「柔術」9 章の大学生の会話として再現されてい
ることが根拠とされている。9 章に続く長文の付記は「柔術」のゲラ刷りに手を加えている際



































6 章と並び、「柔術」のなかで重要な位置を占めるのが、西洋列強との外交交渉を扱った 7 章で
ある。不平等条約の改正は、相手と戦う柔術の比喩が最も当てはまるだけではなく、「柔術」執








































ー』恒文社 2000 年 p.314 など。ハーンと黄禍論については、橋本順光「ラフカディオ・ハー
ンの時事批評と黄禍論」平川祐弘・牧野陽子編『講座小泉八雲 II ハーンの文学世界』新潮社
2009 年 pp.543-559 及び西成彦「ラフカディオ・ハーンの世紀末－黄禍論を超えて－」西川長




(2)丸山学『小泉八雲新考』講談社（講談社学術文庫）1996 年 p.26. 
(3)ラフカディオ・ハーン（真貝義五郎編訳）『神戸クロニクル論説集』松陰女子学院大学短期
大学学術研究会 1992 年 pp.37-41. 
(4)東憲一「熊本における嘉納治五郎とラフカディオ・ハーン」『東京外国語大学論集』第 51 号
1995 年 pp.187-202.  
(5) Lafcadio Hearn, Out of the East : Reveries and Studies in New Japan, Boston and New 
York : Houghton Mifflin Co., 1895, p,185. 引用にあたっては原文のページ数を記し、訳出にあ
たっては以下を参照した。平井呈一全訳『小泉八雲著作集第７巻東の国から・心』恒文社 1964. 
(6)Lafcadio Hearn, La Lumière vient de l’Orient : essais de psychologie japonaise, traduit 
de l’anglais par Marc Logé, Mercure de France, 1911. ハーンの受容については、以下を参
照されたい。濱田明「20 世紀初頭フランスにおけるハーンの受容」坂元昌樹他編『ハーンのま
なさし』熊本出版文化会館 2012 年 pp.133-152. 
 
 
 
 
 
 
 
